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報道機関 各位                                                 
京都橘大学広報課 

京都橘大学文学部では、中学生・高校生を対象とした京都の街を歩きながら歴史を学ぶフィー

ルドワーク講座を 3 月 20 日（日）に開催します。 

本学の文学部歴史学科・歴史遺産学科の教員と学生がガイドとなり、京都の史跡や博物館を巡

ります。３つのコース（①幕末コース、②戦国コース、③平安コース）を設けており、伏見が幕末激動

の舞台になった背景を理解しながら散策したり、京都文化博物館遺物収蔵庫等を見学できたりと、

歴史の舞台を体感することができます。 

教科書にも書かれていない京都ならではの歴史研究の最前線に触れることができ、興味・関心を

のばしながら、より深い学びにつなげてもらいたいという主旨で企画しています。 

京都には数多くの史跡などが遺されており、様々な時代や伝統に触れられる環境があります。本

学の歴史学科や歴史遺産学科では、博物館や寺院、遺跡など、現地に足を運んで学ぶフィールド

ワークや、京都の文化や観光、商業、伝統産業など、歴史を切り口に現代との接点や問題点につ

いて考える課題解決型学習に重点を置き、歴史の奥行きに踏み込んだ学びが特徴的です。 

今回のフィールドワーク講座を通じて、中学生や高校生に本学での学びの魅力に触れていただ

くことを期待しています。 

 

記 

●フィールドワーク講座の概要 

日 時：2022 年 3 月 20 日（日）14：00～15：30  

※小雨決行 

コ ー ス：①幕末コース（伏見港公園、伏見長州藩邸跡、寺田屋、伏居の街並み散策、 

会津藩駐屯地跡、伏見奉行所跡、御香宮神社） 

②戦国コース（栄春寺、海宝寺、長岡児童公園、福島児童公園、松平筑前公 

園、御香宮神社、源空寺、伏見銀座跡） 

③平安コース（烏丸御池駅構内展示、烏丸御池遺跡、平安京跡、京都文化博

物館常設展示・遺物収蔵庫等） 

ガ イ ド：①後藤敦史 准教授（文学部 歴史学科） 

②尾下成敏 教授（文学部 歴史学科） 

③中久保辰夫 准教授（文学部 歴史遺産学科） 

参 加 者：中学３年生～高校２年生 ※全体で約 30 名を予定 

 

教科書には書かれていない京都の歴史を探究！ 

歴史学に精通した教員と学生のガイドによる 

中学生・高校生を対象としたフィールドワーク講座を開催 

日時：2022 年 3 月 20 日（日）14：00～15：30 

プレスリリース 



【各コースの詳細スケジュール】 

① 幕末コース 「伏見からみる幕末激動の時代」 

14：00 集合（集合場所：京阪本線 中書島駅 北出口） 

14：20 伏見港公園・伏見長州藩邸跡散策、解説 

14：30 寺田屋見学 

15：10 伏居の街並み散策・会津藩駐屯地跡・伏見奉行所跡・御香宮神社（伏見戦争について解説） 

15：30 御香宮神社 解散 

 

② 戦国コース 「天下人の時代の伏見を歩く」 

14：00 集合（集合場所：京都中央信用金庫墨染支店前） 

     栄春寺（伝伏見城総門と都市伏見の惣構跡）・海宝寺（伝伊達政宗邸跡）・ 

     長岡児童公園（伝細川忠興邸の一帯）・福島児童公園（伝福島正則邸の一帯）・ 

松平筑前公園（伝前田利常邸の一帯）散策、解説 

14：30 御香宮神社（伝伏見城大手門）散策、解説 

15：00 源空寺（山門は伏見城遺構） 

15：10 伏見銀座跡（伏見城下町跡の一つ） 解散 

 

③ 平安コース 「出土品から学ぶ平安時代」 

14:00 集合(集合場所：京都市営地下鉄烏丸御池駅北改札) 

14:05  烏丸御池駅構内展示（平安時代瓦の見学） 

14:15  烏丸御池遺跡・平安京跡散策 

14:30  京都文化博物館（常設展示）見学 

15:00  京都文化博物館遺物収蔵庫等見学 

15:30  烏丸御池駅 解散 

 

【ガイド教員】 

① 後藤敦史 准教授（文学部 歴史学科） 

専門分野：日本近代史（幕末維新史） 

研究課題（テーマ）：世界史からみた日本の開国史 

 

② 尾下成敏 教授（文学部 歴史学科） 

専門分野：日本中・近世史（16、17 世紀史） 

研究課題（テーマ）：16、17 世紀の文化史と京都史 

 

③ 中久保辰夫 准教授（文学部 歴史遺産学科） 

専門分野：考古学、日本史 

研究課題（テーマ）：日本古代の土器研究、古墳時代の対外交流と国家形成過程 

以上 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

京都橘大学広報課 担当：花立・多田  TEL.075-574-4112 


